
ビッグスカイ2008-1特定目的会社
第１回一般担保付S1号、S2号及びS3号特定社債

本レポートは、株式会社新生銀行からの情報に基づき作成された参考資料です。
本レポートに含まれる情報は、新生証券株式会社(弊社)が信頼できると考える情報源より取得されたものですが、
弊社はその正確さについて意見を表明し、または保証するものではありません。本レポートに含まれる予想及び意見
は、レポート作成時における弊社の判断に基づくものであり、予告なしに変更されることがあります。
本レポートは、有価証券の購入、売却その他の取引を推奨し、または勧誘するものではありません。

本レポートの記述又は記録に関する権利は弊社に帰属します。よって弊社の同意なくして、その全部あるいは一部を
複製・配布することはご遠慮ください。

□　 本書に掲載の債券を当社との相対取引により購入する場合は、購入対価のみをお支払いいただきます。
      手数料、報酬、費用等は一切発生いたしません。

□　 債券取引は金利等の変動による債券価格の下落、発行体の財産状況、信用状況の悪化等により
       経済的損失を伴うことがありますのでご留意ください。
　　　本債券は固定利付債券であり、その処分価格は、理論的には、市場金利水準に対応して
       変動いたします。
       典型的には、金利上昇過程では債券価格が下落し、金利低下過程では債券価格は上昇傾向を示すものと
       想定されます。
　　　 したがって、本債券を、本債券の元本全額が償還される日より前に、第三者への譲渡によって換金する場合、
       その時点における市場金利水準によっては、売却損が生じる場合があります。
　　　 また、本債券は、発行体の総資産を引当てとしてその範囲内において行われます。
　　　 そのため、本債券を第三者へ譲渡によって換金する場合、本債券の原資となる優先受益権の当該時点に
       おける財産の状況等によっては、本債券の価格が変動することにより売却損が生じる場合があります。
　　　 また、優先受益権の財産の状況等により本債券の元金の償還及び利息の支払に悪影響が生じる可能性が
       あります。

□　 本書はあくまで貴社内でのご検討用の便宜上の参考情報・補完資料にすぎず、目論見書ではありません。
　　　本債券へのご投資にかかる手数料等およびリスクについては、本債券の契約締結前交付書面、
       目論見書等をよくお読み下さい。

　　　目論見書の入手場所および入手方法：
　　　〒100-0011
　　　東京都千代田区内幸町二丁目1番8号　新生銀行ビル14階
　　　新生証券株式会社本店　03-6408-4800(代表)へお問い合わせください

□　 必要に応じてお客様のご判断に基づき法務、税務または会計上の問題等につき、専門家にご相談ください。

【会社概要（2010年9月現在）】

■名　　　称：新生証券株式会社（Shinsei Securities Co., Ltd.）
                金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第95号

■所　在　地：〒100-0011 東京都千代田区内幸町二丁目１番8号
                  Tel : 03-6408-4800（代表）
                  Fax: 03-5511-0130
■加入協会：日本証券業協会、社団法人金融先物取引業協会
■資本金：87.5億円
■主な事業：金融商品取引業
■設立年月：平成12年12月

【本件ご照会先】
新生証券株式会社　証券化部　(Tel：03-6408-4800)



カットオフ日 ： 2008年10月31日 　　　　　
信託設定日 ： 2008年12月11日
発行日 ： 2008年12月19日
回収期間 ： 2010年7月1日～2010年7月31日
信託計算期日 ： 2010年8月18日
社債計算期日 ： 2010年8月27日
元利金支払日 ： 2010年9月15日

コラテラル情報

2008年10月31日 2010年4月30日 2010年5月31日 2010年6月30日 2010年7月31日
33,111,584,942 28,430,681,134 28,202,060,176 27,865,309,698 27,543,387,638

1,335 1,229 1,224 1,214 1,206
7.05% 5.38% 10.16% 8.99%
1.01% 1.20% 1.96% 2.39%
6.10% 4.24% 8.35% 6.74%
0.62% 1.28% 1.14% 2.11%
0.11% 0.00% 0.00% 0.00%
0.00% 0.00% 0.00% 0.00%

89.95% 89.94% 89.99% 90.03%
22.50% 22.49% 22.51% 22.49%

2.98% 2.98% 2.98% 2.98%
284 282 281 280

33 34 35 36

信託財産情報

2008年12月11日 2010年5月18日 2010年6月18日 2010年7月20日 2010年8月18日
345,000,000 429,670,289 400,423,301 400,457,765 426,053,125

33,456,584,942 28,860,351,423 28,602,483,477 28,265,767,463 27,969,440,763

債券情報

2008年12月19日 2010年6月15日 2010年7月15日 2010年8月13日 2010年9月15日
S1 9,000,000,000 4,000,500,000 3,764,970,000 3,405,420,000 3,045,690,000
S2 6,000,000,000 6,000,000,000 6,000,000,000 6,000,000,000 6,000,000,000
S3 15,000,000,000 15,000,000,000 15,000,000,000 15,000,000,000 15,000,000,000
S1 100.00% 44.45% 41.83% 37.84% 33.84%
S2 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00%
S3 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00%

債券残高合計 30,000,000,000 25,000,500,000 24,764,970,000 24,405,420,000 24,045,690,000
信用補完率 10.33% 13.37% 13.42% 13.66% 14.03%

コメント
　

*1 詳細は弊社HPの商品情報/ビッグスカイ2008-1/将来キャッシュフローをご参照下さい。

ビッグスカイ2008-1の第20回目の回収期間は2010年7月の1ヶ月間である。
同期間単月の期限前返済率（年率換算）は8.99%となり、プライシングスピード（5%PSJ2-60）における3.75%
及び、弊社プリペイメントモデル（弊社モデル）における6.26%を大きく上回っている。これは計8件約161百万
円の全部期限前返済の影響である。
金利の低下傾向は続き、8月基準時点（8/24）のスワップレートは0.972％と前月の基準時点と比べ約0.16%
低下しており、金利インセンティブ効果の影響から、弊社モデルにおける予想ライフタイムCPRは前月と比
較し、約0.36％程度上昇している。弊社では、CPRは来月以降も5％～8％あたりで推移し、ライフタイムのプ
リペイメントスピードは8.80％PSJ2-60になると想定している。*1

債権属性やパフォーマンスに大きな変化はなく、2回以上延滞率は引き続き0％となっている。なお、フル
ターボストラクチャーにより、信用補完率は14％超まで上昇している。

現金準備金
信託財産合計

1回延滞残高比率
2回以上延滞残高比率
デフォルト率
加重平均LTV
加重平均DTI
加重平均ローン金利
加重平均残存月数
加重平均経過期間

ビッグスカイ2008-1　月次コメンタリー
（第20回：2010年9月2日）

債券残高

ファクター

ローン残高
ローン件数
期限前返済率
（うち一部期限前返済率）
（うち全部期限前返済率）
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